
Ⅰ近年のカンボジア経済と第２次５カ年計画の延期
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カンボジアにシける第 2次5カ年計画の

発足とその内特について

I 近年のカンググア経済ぞ第2次九カ年

if-Wriの延期

カンボジアの第2,x 5カ年計l箇i(Le deuxiムmeplan 
quinquenrwl, 1968～l 付7'.!）の内おに J介、てか；if「ずるのが

本稿の主目的であるが，その前に本計｜同の実胞に絡まる

近年のカンボジア経済の諸問題について許T紗lAtてお金
i・ v、。

カンボジアでは1953年11月の独立閥復後，し、くつかの

経済開発計闘が策定‘ IXf値されてきた。すなわちまず投

下I）；土1956守仁ヲ開始L,I'こ「経済れ会開発2/_1 Fド1i十爾j C 

あるが，これは1956.57の両年を対象に，総投資額：15億

リヱル〔当時1米ドノレ＝:-l5リエル〉によって生産拡大と

れ斉的下：＇HI常造の充・t壬ιド心目町三 Lて実），（，，リレた。
,_,, 2カ年目lufil:i当初「返上り延長0hて19:,,H！.“）］末に

終了したが，その実績をみると達成本約70？｛，に終わった

ぐ治1表）。 iiHI＇可別でiHf，斉的下；＼1；構造部門，j;-/. ＇とも l;f

b棄でJt1由jの 114%士注r;Jtした。オヘ2カ年，Jplrj・，：－の11i史

資金：l5｛，意リ：，：ルのうち92%が外国援助，片リ（》が悶家予算［

ーと賄われる＝ ＇：とされつ、たが， i＼＇＋与的に itタトIll援WJIt 

K出実績の附Lιを15Y,: L、た。 アヲ LスのJ.ri'il(J出支配 1-
！時代，その放置主義によ叶てまったくの未開発状態にお

われていたカンボジアれ済は，外国凌llJJに： , C徐今仁

lit長へのii:'.Uと歩み出すことが可能になったしハデもる，

鯨l饗 7） ンポシアJ〕2カ年計ui刊の’だ約

( lj主／－（，，： lQf):'/ IIエノL〕

l刈当 ・11955 I 19s, 19詔年1 i達，J,;c
部門｜旦竪毛｜年度｜年度 16月木｜欄fttril*
｜金級制実綴｜実綴｜実絞｜ ｜（%） 

般I 175¥ 51 ,35.:JI 34.7 20！ ιio.ol 5t 
1 産I1 , 330'381 75, fil 164. l; 165 404. 7i 30 
下部構造I1,330381 403.0I 837.21 281: 1,s21.司114
社会施設｜ 66519[ 124.51 171.5 96i 392.0: 59 
之の他 一一I 9.91 1,.0 191 ::f，.司

i 1てi十！日0()100－州31!,224.i＼回1山 3向70
C H:l所〉 永ill逸三日［5編『カンボジア，ラオスの経済
社会円台.1(7,'ff済研ヲモH戸， 1962;[），心9ヘ一
司J。
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この閣の下部構造の整備と工当性化の掬始ft外国援助に工

ってIi.＼れたというととが Pきる。

ついでこの間では総、額80億リエルをもって「経済社会

開発第1次5カ年計闘」（ノロドム・シハヌーク＜Noro-

dom Sihanouk) ,,ll丙ともヤう）が1960,r上りスタート

した3 この第I次5カ年計画での特色はまず前回の2カ

年，）／－f(ljfであまり成果のあがらなかった生産増強面にもっ

とも力点がおかれと正いうことげあり，生産函に！可要資

イ去の40%が害ljり汽て九れた（第2表）。一方，第2の特色

としで，所要資金の財源商についていえば，前回の2カ

年，；＋111ijぷ上述の上九に主としと外国援助によって賄われ

たのにi.Jし，この；追う I次5力年汁画ではカンボジア政府

資金の者1］介を増し，外国援助資金を80億リエルのうちの

;11%、すなわちお｛むりエルにjlilえ， しかも各年次におけ

る外l~llxi'J功の比率を 1960年eこおける42%，か人最終1964年

にfi:20%までに減少させる方針をとるなど，極力外聞援

Iめの；Hめから1見却することう，11ざした点であろう。

第2号室 約l1J: 5カ年。1十両jでの部門別投資比率
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こめi;f;1次5カ年八十画は子定立おり 19641干に終了した

が，達成率は44.3%であったよ二とが知られる（第3表）。

一方，支出実績での各部門別成果をみると（第2表〕，下

部構造が符成績をあげたことが知ちれる。阿部門l土計画｛

でのむI1比率が28%であったのに対して実綴では全体の



Ⅱカンボジアにおける経済政策の転換と第２次５カ年計画の発足
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節3表掠 1次5カ年計l同支出実科！｛

〔単f,';:.l()()lj ')"' ) 

仏nf' ＇）.ミ ::'( ';,i". 

｜年！日ltll此附 i｜外j泣 I現阿｜川副｜ 達成ヰ；
'Mi (t I支ill鉱i 助在ii (%) 

l判。 I, ,s制 Kc,0 日50 700 i 4fi.O 
1961 1,4印） おら（） 700 日（）｛｝
1%2 l,6011 1, [(If) 700 ,n.7 
1963 , ,10g I 1，川 450 I 4011 1 '.!'.l.5 
1964 1,800 1,450 350 1,050 58.:1 

H，削）（） i 5，日（川 2,500 九，5:iOiヂ±＇＋！.： 3

( /I，所〕 ぺnnuaireStatistique Ndroゆ山t~f du 

Cambodge (1958～61）わよ （7Annuaire Stalls-
tique d1, Ca//lbodgど（1%'.l～64) I. I) jf;'日。

36号｛，か占めーし、月ラその他行政施設部門も計倒での比率

7 .5'1<。に対して支iii実績ーにi土全体の目、治を出ぷ、てお i）好

成総？あ J六二。士れに士.jI＿てブ） 8のおかれt~牛際部門，

とくに農業は好投綴をあげえなかった4とがわかる。外

国民功に上ノ：｝支ll'i'実績iこ〉い F ；河二冊ICあ7.，が， 4てに

アJリカや中国からの披助が計偽！の実施に多大の民献を

なし之こと： tまじ；，J；いたV.o 勺 dワりヤソ；!(lカιらの；ZW1

はとくに終済下1°9ll禽造建設面において， q，国や千 X コか

19(;:'i 
196(; 
191i7 I 
1%X I 

料山明’一一一四

第4褒 カンボジアの輸出入

（単秒： 10071リエノl)

-605 
十200
t 88 
-1,532 
-458 
94S 

(II；所） Banque Nationale du Cambodge, Bulleti11 

λ［ensue!, No. 3 et 4 (Mafo-Avril 1969）上 I)f'i 

IN.。

鐸~5 表 カ〆オシ Jの財政収支

( J1i {fr:'. 10077リエノ）

入 i絞 パヲンス

4,184 5,6似） --1, 41/i 
4,475 6,245 1,770 

l9tiλ ｜ 4,BO 6,100 I ,970 
1966 4,931 7,000 2,0fi¥1 

I 91i7 5,6:10 6,686 1,056 
19βバ 5,87b 7,000 一1,124
1969 日，250 7,565 一1,315

( I ii Ji/j〕（’am/,odge,:¥0 5 l 'l(i斗．

らの再助i土I＿業／ヒにおL、ご重＇Wh役＇｛， IJ人f果t・ ＇ た1いc'-;Jぅ て以下を祁！干したぷ， J:J.iをは〆したたび大福tr入超とtc’p

れる。 た（第n史〕りさらに外国操助や外国投資もあまりなか＇）
と二ろ？、カ／；：ジ「

了に引き続いて， 1965年杉］頭から新たiこヨ12次5力ij'-;;¥ しfニ0 また関税収入はじめ財政収入も減少をきたし’緊
l両うl‘f話足イ一／ム予7じケあ》 i込F。三れがす〈際にHiド・ffFH'.!ci.延 縮ll]tl＇，（をjミ！低しと予た i,J ） の， i[c 今労1大す乙i長出l二＼.~合

期された）京肉については，以下のような二の悶での財政 ぅ歳入の財源がなく，財政赤字は附加の傾向を続けてい

悪化の事・1/i'九.；考えられ乙 J るυ）カ2実十，号、戸あら（第51:Jo

') :tりカ：ボデアは第2次5カ年計｜筒期の米期l土、11た 竺の問，悶民経済は戦乱で米不足に悩む南ベトナムへ

る1963年lUlに，それまでこの悶に対する緩め供与凶の の：1(の！間愉／1¥な乞に上ryて小却のベトナム景気ともいう

う九ヲも.＼.も多額を提供してきfでf} l)りか人のw ベラ；筒いをみせ，かくしてカンボジア国内は国民経済悪

事・経済援助について，それを自国の政治的独立を脅かす 化からの政情不安という位険な状態からは遠かったもの

ものとして、以尚その受入れそ王子面的に：JlC,:Jfjることと の，財政はまっとく最恵の状態となった。このようた財

し，翌1964年には貿易・銀行・保険の悶営化などを含む経 政難の下においては，とうてい第2次5カ年計画の発足

済改革を断行し，外国岐Iめもあcf哲受けず， kた副際経 は青空間であったのである。

済機構にも参加せず，いわば自力更生を基本とした経済

的｛Iii立主誌をとッてきたのであノた。ととろが，＇＇ 1初は IT ！； ンボゾアにおける経済政策の転換と

豊作にも恵まれて比較的順調なすべり出しをみせたカン 第2次5カ年計画の発足

ボノア経済も，やポて各方面tこ資本f、i｛とL、力事態が生
じまた近年の天候不順による農作物の凶作が続いたこ こうした財政危機を前にして，かつまた隣国でのベト

と止もって，カンォ：ジγの財政粍済tU だνに悪｛ヒLl土 ナム戦争も上うやく最終段階を迎えつつあるととにも墾

じめた。他方， 1964年から始まった国営貿易は1964,65 みて，ドj国の経済開発のおくれを憂慮したシハヌーク国

年1長初er,2カ守だけい愉入防叫にとよ，繍ノト均衡仁iつ 家首席は， 1968年；じっνに経済的狐立主義会放棄して
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町一一…一戸海 料一？ー…一一M一一一一甲子…一一一一円一一一一一四一~~一一一一…
市外国ことL資本.. :l::議諸国からの投資を求め，積極的に

世銀，国際通貨基金、 7ジア開銀など国際終済金融機問

'~ j参加十乙，いわゆる国際協調政策への争、J換を宣ιげ

るにうぎった。シハヌーケ首席はごうした政治経済政策の

lltr.J6号につ司、二自力ゼ生を！？七本と！←f会たf!lヰ：の経治注

没のやりーかでは発／j長に限度があり，他国との怖f.::も綱大

I ，：：。そ（！；_j-ぶくれ！，・b＇.りheI , 1!l!f1 ，し中立 J 准:t!iしr

い jため午、二そ孤立主義を捨てて， i迅際協調の新たな段

階に移行Lfiければtr.らf亡し、と説明してし、久〈

I,実そ ：， I t：動0itl96;-((j if半方、 f，すでにJ~行に防J

れていた。すなわら同午N月，この国唯一の海港たるシ

正ークヒル港への1'1由主全地帯，i?t!i"iのH-ft、！？’！溝想ぺえ

定し，同地域への投資を合めて外資誘引のために新外資

法心作成にとりカ，／，＇ ,) ，タト伐には最大 ::1~の4'11Jl1 を与八；：，

といろ新政策にふみさ’〉た。 9}jにはjfl・銀への加＼＼titr悶

？？？ヴ議決しまた l .Iン，l-l1il1j（））一つりあるーヘク・；

ノ｜ (Pre！、 Thnot：ち目的。Jム建前，V) ／こめG')fl'l, I¥同」＼泌

が・／＇ノンベンで開 flt¥され， li'iJヅロジt ケト符T'.;f；実JJlI .. 

( l 川 i9年手ti• ら着！ 1‘HJJ /r，ら12月；・!J，けずパトゾ.， j、

（’l'ouck Kim）同立銀行総裁がイスラ I Jk， フラ Lλ，

; IJ：力処 II本お上lfホンじに首長il'iτれて，ンハ之

ケヒル臼街地帯への投資勧奨その他経済協力につ，，、て，

各問とのatfn、をTitc’勺乞） τらにJ(),;9年に；士い J ,-・ f1;-

政治の線に；n、， Bて IJJにはiづえでつ’ J TIJ司烈／J1;)?cl.へ(I）批
准が行なわれ，またi渚外同に1, :tてヰ、子ル迷J没t，.ど（／）在は

；じlliJ発に＇｝じJ正諸外［1，七wi:空i'.｛＇、打の協力土忙 Iii〆’i，：どの；r’！｝：；
がとられた0 6月には国際通貨基金ni』j；：会において、 :JJ
;. c：：ジアゲ）／Jll盟が，，，；1めら；／ lパ、る。

こうした対外的措置と並んで，国内でのおri主流政策実
泌にふさわしい体，"/ill・・：くりが急がれでいたが．その1.ff'i:'

tr ・環としでとりIげらi：このがかJiてのじ：（／）びにな

ていた「第2次5カ年計画（1968～1972年）」の実施であ

；／~のである。第三；＞：5カ午ぃ十画以l'lii5年以j午、｛司！吃力、

その開始が叫ばれながら， と述したような財政悪化の事

情の下で延期され「きたが、続済政策の転｜叫が，土ヮさ，，

した1968年かt】U、よいよ実施にふみきるものとしてその
策どが急がれ， νhおう1%8-1972与として計画書が（↑

l戊された。 LかL，二れも諸般のふ清でおiれ，つ（に
1969年2月の国会で可決されて，ょうやく本俗的実施の

段階にはい〉たのて,Ii，つf：。したが iて， 1969年はず，H

的には計画第2年度となっているが，実質的には初年度

ということになる。

同年7月には1965年5月以来断絶してし、たアメリカと

92 

の国交が， 4年ぶりに臨時代理大使レベルで再開される

に宅ったが，ころ Lた対米従交の漢には，力Lボタγ似I]

としてit，この際アメリカからの経済援助t,,.,, 、し資本投

下に期待をかけたいという思惑が十分働いてヤると思わ

その後， l司年持月に至っては，口ンノル（LonNol）前
'.:fi 1副計十ll兼国防仰を首fJE＼，するi'Ji1JJ凋の成立をみ／ト二、

この内閣は経済財政再建のための救国内閣としての使命

i',fi干びfゴ〉のであり，ここにカンポゾアは新経済政策遂

行のための圏内作flj!Jを強同なものと Lた。従来かん右寄

りといわれてきた口ンノル新首相は，新内閣発足にあた

ーぐ，手下山の自111fじによる円建一 従来の経済政策にお

けろ岡常化中心の考えを改め，私的経済活動をも主主視

し町公彩、れ済活動の調布に上る発i践を計るごとー 士公

約L，その準備を十すめ，金たその政策実施の一環とし

ご， JiI} IJ aらのーノつンス・ 7 ランの匂j下げに遺随Lご、

r: iJ lRI I, リエ Jl,伎の切Fげを断行した。ょのリ .T. I~ C刀

｜ごlft/If伐によ今，－c，リエルの平価は従来の公定レート（ 1 
:K Fル :::iリエル）よりι’Ji勢レ」トに近〈なりは｛レ
ートでは 1米ドルニ.55.5リヱノレ〕，またリエルとフランと

仰従来の特殊レート（米 i、／レとのうど険比率かじすれば‘ 1

ブヲ Li土7リヱルでなlj{llまならなし、のに， 1フランニ

10リ工，t,Hして十／て〉が廃止され＇－， I）ヱルヰ；くろ［也通

l'i'HPU＼トノ）ch］メlJJ{:!1，さわえのこうしてカニボジγit楠

JO血！時代以来のフランスの金融的束縛を脱して，他の諸

外1-14と（｝）経済交流を祭常化しうる／li!,IJとなり，今後にお

いて輸出の治大，外資導入の促進が期待されるに至った。

とこ人ぺ，こごぞ紹介 I.. ，ごきた工ろな国際協調政策は

けっしてカンボジアの中立政策そのものの変更ではなャ

三とをWI：＇＠：しておく必要がある。シ y、ヌーク首席』土 Fわ

れわれの政治的合」易は少Lも変わらない。 ,i，なは堅ねし

てし、く。ただこれまでの孤立的中立から国際的中立に移

i fするどけだjとの説明を行なっている。 1,;J首席』上主た

「2国間の援助協定では媛助国の息感に左右されるが，

多数国間の国際協力の場f，には各i誌の影響力が相殺し合
うjとして多数国間援助方式を示唆しているが，これに

は過去のドi国の19山年末士でのアメリカ援JJ}j受入れに対

する反符べうそれ灯、後ベトトム戦争拡大化の渦中では鎖

国によって独立と中立の維持に成功したという自信をも

J, iこ，たとえどれほど莫大な経済協力をうけても， Li国

の独立と中立だけはどうしても確保していきたいという

かれの是正臓がこめられているとみなすことができる。

これを要するに，最近のカンボジアの国際協調政策へ



Ⅲ第２次５カ年計画の内容
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の転換は，ベトナムやタイなど強力な｜動司に閉まれたカ

ンボJアグしくト十ム戦f去に生き残る吃めのれ質改宇？？ぷと

して選択された経済強化策であると解することができょ

うf そう LJこカL日ジアの新経済政策実施の←f＞心配）］也伎

を占めるのが，以下に紹介する第2次5カ年ll！‘函にほか

な「＇ fJ.い山であ乙）このお2：欠Gカ，r;:I・爾件、シノ、之ー

ケ問家首席の父君で，前回王（1955～60年在位〕だった
ノロドム.・1.ラマ IJト殿トに因んで，フレア・ Pロドム・

スラマリト（PreahNorodom Suramarit) i＋酬とも呼ば

れる。ちなみに先日）第1次5り年計LJf!［が元＠IT.でj弘氏関

家I'¥'席の地位にあるノロドム・シハヌーケ殿下の名をと

っ4ノロドム・シハヌーク計世田とも11「今ばれた4二とはすで

に触れたとJ-3りヴ lうる

田明2抄：5カ年J両日）内幸f

1'ifi遣のと .n り，｜牛19的年 211 の国I·~ぷ会亡の可決を終

えて、第2：欠511 'T主計I可（1968-72年〕はい上いよ！実施
の段階にはいった。以下にその内容を紹介する。

主子当第2；火5り年；；＼iiuj書のII次士掲げておく土、つ

ぎのとおりである。

市1編有2iJ：日カ写，1＼画（T）全般（J'JR標

第 1部計闘の計量的図式

策2]';[: 計j_ilrfグ）計：：主的図式・＝関ーす／ν議論，；（十併｝）実

胞と管理のための一般原則と諸施策

第3部計l可F:施内管理，投資B!Jr烹猪f;'i'，農業＇1)5,:

確保のための措置

;ii 2編 策2；；，：日カ午汁画実%1のfこめの牧術濁f,f1干名、

のf十圏
第 1部農業および民村’＇ I：；広

第2部鉱工業

第3普G 電力および給水

第4郎運紛れよぴ通信

第5部観光

で考6）郎社会施設

第7持G 行政施設

そこで、 ）｝，下にl土，こ勺したらカ｛！日商｝！；のrtc.¥;,l'i!liiド＇（：

にはこだ＊）＇）ず，内容の主要点について紹介していくこ

ととした十J

1. 計！関目標

過去19fi'l-64i「までの力ンJ、ゾアd)ii:¥内総生産のJ'i.'JJU

率は年間平均4.21%と想定されたが，いま経済情勢の怒

化した最近数年間の仮定を入れ「考えそJと， 1959～67年

一…”：：・・…一一叩ヤ乞竺吋資 料開’哩ザ：＝~竺’

のl羽1r1総生施の増加率は年間平均4%と想定するのがfr

理的どと,f,l]、われる【ころ Lた結果をもとに，慎重な討議

の結果，カンボジア政府の最高計画会議（LeConseil 

Sup:'-rieur《luPlan）は：＇.＇！ 5カ年2十函期（1968～72＂－いに

おける国内総生産主j1.均増加目様を年率5%とすることに

決定した／しかLこの日t'；｛を；主ri＼：：するにあた J》て予恕さ

れる閣難を考慮して，最高計画会議は最初の2カ年を経

過Lと後に上りft1:1，、増加！主主（今本40ら〕をベースと Lて

将来の見通しを全般的に再検討することを業者慮すべきこ

とそt決定していろ。’た際この年間：W:!JII率日ちらという目
標は可能なものであるけれども，と〈に投資活動につい

てJI：滑な努力を余儀なく主せるιのである。
以上の結果，年増加率5%とすれば、カンボジ7の国

内総生産は1968年σ）322億リエPしから1972年には391億リ

エ／しyこ増大4る三とにhる（物価は1968年以降一定とす

る〕。なお本計画策定後， 1969年日月の平価切下げによ

りl米ドル 351）エルか「》 1~とドノレ 55.5りエルになっ

たことはすでに触れたとおりである。

りぎに，勺5/J年計¥ilHの全休日函における主要開発日

擦を優先順位にしたがって掲げると，以下のごとくであ

るハ

(lr農業，（2）工業， （3）観光業，（4）運輸，（日）社会需要の充足

乍5カ年比i顔？の質的H擦は炊のどおりである。

（めよりよき生産：財貨およびサーピスの生産増加は国

際銃一争力全般大l，輸II!1(q進全・，，r能iこするので， 7大の点
に符カを傾注する。

輸出しゃ「〈するため興産物のf性格化を計ること

一一ー原材料，設備の更新によづて，工業製品の品質向

王土生産授の軽減を計るミと

(t1l企業tiおよrJ農民の自信を昂揚させるとと

け必要な改革を実施し亡，諸制度の能率を取り戻させ

ること

なお，本5カ年計画では計画期（1968～72年〕の輸出

第6表 1112次5ヵ年百十回j切の輸出見通し

！山正j即 i1,:
伶 II! 括 (1000トンlI 982 11 , 240 
I ＇／勺 fり,JI.ii!fi ( I）エノ：） 15, 07:l 11,970 

llj i空幸命11＇，総額（ H耳】万リエJL) 14,9自2(99.o16, 163(97 .6 ） 
F 一ヒス（100万）エバ！ 15ゆ.9)1 148(2号4 ） 

ζ 一 山 戸十 ・15,0而占副6,311（凶
（出所） 江12 J<に同じo If，寸：き::rno,11, 12吉慢より杓： 
！実。
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第7表彰2次5 I; fj＇計画 ltJ;(J絵入ll.必し

,_ I l＇おィ-r・・r 1912,1 

輸入 tJ: (1000 I・ ン） I 573 I 595 
トン当たり単価 （り品ノレ） !9，明。 ¥9,360 

.LJ貨輸人な額 （）（）（）万リ r yレ） 15,157(97川：.，569(%.8)
サービス（100万リ品ノレ） I 160 (3) I 244(4.2) 

合，;i 15,317(10（川 813(JOO) 

（出所〉 前NLこ［，ijじ。 ftij趨第25, 26炎上り作成。

第8表 '1l 2次5カrドロ｜帥iJUJ日）人IIレ＇lH1fG 

196Hf-11972;! 

人 11 (100 7j人）
うちヴJ働人 11 (100万人） 2.85 3.11 

れ 1 （大 Pr' 
業業 ~~j I 78 

証l 2 J大 岸 4 7 
話l
,, ：、 ｝有 金（夕、） Vi 

（山1Ji) 1Fi 夫にr,,Jじ。 f,ij/f与137,38, 39 ），； 上。）刊行＼o

;-:. ＜）いて平均憎力IIi'.を5.S'.(,, 5 i「！日｜で約：n% c1::見ι主ん
でおり，一方輸入の年平均靖加率合 2.25%, 5年間で

11 8% とは i~んて i 、る（if;Ii表およひ、第7j<)., 

また人口については， 1962年の人口調交を族準とし，

f「！巧増加ド±＇ 2.:t日とし〈推算しf：結果， l(j保守ー以降ら

可閣の人l1 （総人口数および労働人IJの部門別割合〉は

第8友のとおり推移するものと予想される

2. 投資額とその部門別配分

(]) 所要投資額

tご5 j; f「1十両・： : t投資乙川 A般目除、を次のL"1 iこ設定し

ている3 すなわち資本投資効率（略号， c/o）については

こルをじ／（｝ 3.6./J とし，.＇；：え資本形 l成率 18%とL

いる。

まず c/o=:l.6/1について考えてみようり 1962,1963 

1〕工ひt19fi4年の経済報告（口1mptc只じconrnniques）の検

討を行なった結果，平均投資効率は 3.7/lであった。こ

l I iJ:1962ij'.i3よUI c~，3年の段資効ネ2.8/Hて比較す／与と，

ょの平均値l土持：しく悪化してし、るが，これは悶内総生珠

山＇［＇：均増加率が J引ーく f；存Lたたiいてある（ 二の紙fv)

:1;W,lは十介には｛恥起され心、ないゲハ，本JH'!i℃はJ1;cj止

紀録された傾向に近い 3.6/1の投資効率を採用するこ竺

ゲ；i＠当であると'FIJ断したのである3 またこの設資効J仁子

あれば，実現すべき投資努力について合理的な測定が河

沼？ある。

つぎに資本形成率二18%について考え亡みよう。国内

94 

奇心生~の予想増加本〈年 5 %）およびc/o函 3.6/1に基づ

いて算定ナると，回定資本形成所要額は第9表のさ？とく

に示される。つまり本5カ年計画での総投資額は32{0：リ

エルということになる。かくてまた以上のことから， 5

カ年計fillii三体の資本形成不法18%となるわけである。

本計画の投資総額は上記のごとく 320億リエルとなっ

てし、るが，この額は後述するよちに公共民/ill阿部門の投

資の合計である。それにしても先の第1次5カ年計画の

場合の80億リエノレ（公共投資）に比べると今次計閣の規

筏〈約45%を占める公共投資部門のみでだし、たい 144億

リエル〉は大幅の糟大であることがわかる。

（ヨlfを資額の部門l}lj西日分

つぎに所要資金の部門別投資配分を示すと第lOj後のご

左くである。これによると，先にふれた開発優先順位で

l,U二位にランクさhた農業や工業をふくむ生産部門に震

点的に投資が予定されていることがわかる。いまこの配

分を前阿の第1次5カ年，ii両と比較してみるといかなる

特色がみられるであろうか。第1次5カ年計画の計画と

第P表 !/, 2次5＇什｜己！ ・ui,jl¥il, L:m内正＼！＇I：.産と

l司定資本形成

•f 沼内結ノ｜京 I rn定如、形成！ 資本形 ＇1Y,y; 
(JO億9エ凡） I (10億リ且ノ，） I C%) 

1968 I :12.:1 I 5.7fi I 
1969 I Xl. 8 i 朽.12 I 
1970 I 35.5 i 6.48 I 
1971 I 37.3 I 6.48 I 
1972、 39.1 7 20 I 

{;; I ~77.9-] -;;_04~「 18

(Ill所） 前表：F 同じ。 ITGi寺第 lLによる。

第10表 紙2次5ブJ{p <J耐の滑l門別作資自己分
(ii'i.位： 10億 9エル）

｜ ｜投資額！機成比I, 、
部 IJ I l/1968～1 I (%) II I 

I l¥72'f- l 

農業および農村生産〔家縫生前および｜ 2s.ol s.o 
危機内1,JJ投資を.＼.くむ〕 I I 

業 I2.5.0I 白.0
干 ノレ 「 ー I15.α 4回目

小，n,( 'I‘産i肴怖にI肖築関連 I7., ,;i; r守 I I 1β5.0! 20.8 
tノ：比率） I i 

ili 輪、，Iii ff；，観光業 I20.01 6ι 
付会サ ピス〈人同地，t吹をふくむ〕 I 10.01 3.2 
f正施 ，i'!: "i: の他 I 5.01 1.6 

•..•• ~,;, ....一一両o~oJ. －－；－；瓦

(ill I好〕 前炎に阿じ。同3l第5表より作成。
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；（＇；果につ ν戸示Lt.こ前掲第2？｛によると，前[i1］の家I次
5カ年言十闘では農・工業など生産部門への投資比率は，

40%であったのに対して，実績額の部門別比率におU、て

は34%ど悪〈，とくにこの国の経済的根幹をなす祭主部

門での達成率が低かったことが知られる。こうした場i情

に鑑みご，今次0）計画では国家経済の基終たる農業の日有

望に努力するため‘前［＂Iの比率ム20%かちあ%へと比＇~弓を

上昇させている。しかしこうした一方，工業化のいっそ

うの促進をはることが意図されており，そのため前阿の

1:1%かム250｛，へと仁業部門の投資比本を 2倍近くに糟力!l

させており，これに関連してエネルギー部門も 6.2%か

λ倍似上のJ:i%，と著Lいfじお増大がみ人れる6 かくて

三れに築・℃業，エネルギーの 3者をふくむ牛底部門の

比率．は前回の40%から65%へと著しく増加してヤるので

ある。

なお，本許商の三のような投資配分については以下の

ような説明が付されている。すなわちこの投資配分は各

局技術部門から寄せられた要吹を一i’分考！台、したものであ

り，とのほか以下の諸点をもとに決定されたものである

という。つまり，

(1'}1吹林開発のーァンポを早め‘農業認r11の資本－形成を全

体の4分の1という高い比率にまで高める必婆がある。

ζの比率はarr地ゎ入植地造成や可耕j也の開発じで事，ぷ＇l概

仁事，排水i：事hc_・が政府』こ上って期特どおりの成l去を

tげえたならば，達成は容易であり， frJ史的な目標（肢と
考えられる。

刷工業カを階大寸る必要がある士と。 l：業n国定資本

形成に全投資額の4分の 1を灘保したことは悶民所得形

成における涼2?J.:漁業部1門の役割をしかるべき水準にま

〔向上きせるうえにおいて必婆不可欠の衿置であるc

け電力部門に対して適当な割合を確保する必要がある

ζ と。1日%とL、う数字いもし／レヴ・トノソト（PrekTh-

nのt）計画のがム建設が実際に日の日をみるならばその

大部分は達成されてしまうような最小限のl七本である。

材全投資官民の；， ）／＇の1I主運輸・ irlj伝・持光部門lこj{/保

されtc:tればなt,hいη このちち大井fl分は順調なテンポ

をもってする大規模道路工事，鉄道工事おJ：び港湾政備

活設工事に充当し‘残十）を観光事業の開発に身長リ！11JI fる

ものとするの

帥10%は社会事業に留保する。社会事業におU、ては，

保健・教育れど従来からの慌Imおkぴ人1-1に関する諸問

題を考慮する。

(3) 投資額の機関別配分

料 ・cc・=・c＂＝ー竺
第11表投資♂〉公共・民r.i1i;JI門別配分

（単位：%）

年次

対l 門
1·~~2 [ 19631利一｜元72

1：~；；い；！と！；：
［ふ可i川10；而ふ。「1…

j~ ）七日rrう

1己間部「＇ J

A、
11 

ー

( /l¥所〕 前表に問じ。問書首ts表による。

いま本計画の投資における公共部門と民間部門のおの

おのの割合を示すと第11表のとおりである。これによる

こ公共部門の投資は1968年の43%から1972年には46%に

増大するものと想定される。この増大を詳細にみると，

生産的投資部門（国営企業〉のみが実際に増大L，その

他。〉部門は現状維1与を保つこ三が確認される。 ー方，民
間部門の企業によ什て占められる投資比患が個人企業だ

けでも2fi%(1972行うときわめて大きく期待されてし、る

こLが注目さ札るη この点の成否が本5カ年計l商iの達成

いかんに大きく影響を与えることになろう。

( I) 殺資！京日I]

正こλで，いま， と記のような投資について，本5カ

午前商で誠われている投資原則（一般原則および部門別

f1;(¥!ll)企みると以 1－－のごとく説明されてし、る。

i:ず一般原則は次のとおり 'T:ある。

投資の一般原則

( 1) 5 /1年三！両の優先日僚の達成に貢献す一るこ壬。

（口）国内資源を最高度に活用すること。

H国内資源を以て経済の発慢を図 I），かつそれi乙fl'J 

Cふらに新Lい資源の開発と新しヤ投資め助成を図るご

と。

(c）漸進的照発テンポを確保すること。

同資本主義的色彩を強めないことの

つぎに，先述の(1)農業，（2）工業，（3）観光，（4）運輸，（日）

料金投資、 といった投資優先順位にLたがって，各；部門

町ljO）投資原則をみると以下のごとくであるの

農業の投資原則

実業ね資は I＂記の要請を i務たすようにしなければなら

ない。

付）圏内産業の需要および輸出に充てられる農産物栽培

の発展を図ること。

（口）生産性の増大，農業殖民の合理的政策，生産用具（動

力，肥料，殺虫剤！など）の価格引下げ，播種方法，水刈

9ラ
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用および機械化方策などを通じてE量産物の生産費の低減
を図ること｛

付販先ir雨情の高し、是量産物の商品化をl苅り，かつそれら

の1次加工を盛んにすること。すなわち農業と省疎の組

，＇，せ， Jj又慌の早b、作物の栽培， q:11耳2期作の：u迩などで
t•】る。

iニ）農村の近代化，信用供与による農業協同組合や相互

組合の都織化，ある，， ,1土貯蓄組子？の設立などによって，

都市左農村山生活水準の掬きを縮めるよう！！明、！［吐界の殺i

織化を推進すること。

工業投；1'.'.f(/J原員lj

工業投資の目標はTιの要請には：えるものでとEければ
ならない。すちわち，

付）農産物の工業hillておよび農業生産手段 (JJ間半，殺止、

,'[IJ，機械化、農工貝 i九ど）の生産によって，Yt'tソiて産のWI

大を図ること。

（吋主要原材料として、カンボジア産の原材料あるいl土

力ンボシγ，ii,

什農業の平行的発展に貢献するとと。

（ニ）農業部門，工業部門の別を問わず，面1］次製品の価値

ii~ を推進すうこと。

（ホ）輸入製品から国内工業製品へと代替化を進めていく

こと。

観光技'ti,?JI京員lj

観光投資の原則lは次のとおりであるO すなわち，

（イ）とくに確実な国際的観光価値のある場所にホテル設

備を増設すること。

（吋手工業品の発展に寄与すること。

け外国旅行者に対してカンボジアへの魅力をいっそう

感じさせる上うに努力すること｝

輸送投資の原則

輸送面における投資の原則は下記の要請に寄与するも

のでなければならなL、。

付）外貨川流出を抑制しつつカJボゾア同氏の海上輸送

の一部を確保すること。

｛口）鉄道お土ぴ港湾施：なの発展をドiること、

（サ遠隔地Ifの産物，昨i品の流通を容易にす，.；， ↓と。

tニ）未開発地域の開発を助成し，地方開発の選軌とする

ltlll.（の倉リ；花に貢献すること。

休）大都市への集中人口を分散化し，新しい土地への移

住政策を援助することによって間接的に雇用問題の解決

を図ることし

付観光＂ifぷの発展に寄与する心と。
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川河川の航行条件の改善を図ること。

初回境紡衝に貢献することっ

社会投資の原則

社会投資の原則は次の目標遼成に寄与するものでなけ

ればたらない。すなわち

(1）土地肥沃でしかも人口密度の低い地方に新しい都市

建設を図ること〔これら地方における保健，教育，都市

化，内部道路，共同体中心施設の建設などの増強）。

（ロ）生活条件の整備を通じて既開発地方の人口の定着化

を図ること。

I：守その他一般的iこ，耳重用問題，地方開発など社会fl的

のilr＆に貢献するミと。

3. 資金源

第2；失5カ年計両の所要役資額の資金源ほ国内資金源

と外J.14資金源に［三日ljされる。

まず，外国資金源（外国援助資金，外国借款純額，外

貨〕について，外同かちの借入金は今日までの債務の償

還額リ可額と考え、外国借款以外の外国資金によって，

5カ年計間中，毎年全投資額の18%が賄われるものと設

定された。これは先の第1次5カ年計隔におげる外国援

効期待額が全投資額の31%であったのに比ぺて大幅の比

率侭下であり，カンボジアの自力更生中心政策の反映と

みt:,!.l 0 O いまこの18%とLベ比率に上る土， 5カ年；n-
E詞初年！をにおける外国資金はIO(i意お加万リエル，段終年

度における外国資金は12億9600万リエノレとなる。なお過

去数午来の外国燦助の推移からみれば，との18%止し、月

比議、の実現はおおいに期待を抱かせる q 18%という全体

目擦を使途別に分けると第四表に示すとおりとなる。こ

のうち設備供与についてみると，従来三れに関する主要

なものとして，とくに国営L業部門の創設のための中凶

第12表 第2次5カ年計闘での外国資金の部門別使途

〈単位： 100万リエル）

l」駒山一19昨閤定資｜ ！固定書
本形成｜金額！本形成金額
比率矧 ｜比率%1

店主資本形成へし）外I~－；面I :!-1；州~ ム
投備供守I 2 I 1151 ー｜一
軍事資材I10 I 5761 10 I 720 
その他術事Jllまたい上記事期 l I ,, , n I ! ., I 1!¥ 2 I 114 
述 何代 J-lJ: I l “｜ 
イ債務の住t/.J額と＼ I I i I ｛！？入盛1 JI - I －｜ーー｜1同額とする／｜ ｜ ｜ ｜ 

千＇ -,;i" l川 1,0361 18 ! lぷ
( II¥ 'Yi) 前表い同じ。伺，1Hl31表より作成。
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からの援助があげられる。しかし今次の5カ年計蘭では

この部門の資金調達は少なくするよう要請された（現在

実施中のし、くつかの設備供与援助はまもな〈終了するこ

とにな J , C ，，、ろ）。国営企業は今後は自己資金誠達およ

び返済を要する借入金によって所要資金を調達すべきこ

ととなる。

なお， 1r1t:；計画会議は計画の策定にあた ，-c，カンボ

ジアが質三う止している厳情な中立主義のために予想さ

れる事態Eしてすべての外同授i坊を排除した場介の計画
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あたり，計｜副長終年度たる1972年の投資用凶111ft金59億

400万リエルは同年の国内総生産の15.1%を占める。
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（出所〕 育1j表に同じ。問書第32表より作成。

4. 各省別の計画達成目標と実施プロジェクト

第2び：5カ年計画書第2編；土 f第2次5カ年計画実施

のための技術関係各省の計簡」と題されている。その内

容をみると，関係各省別にだいたい共通して以下のこと

が述べられてL、る。

まず第ll土実施担当機関が行なわんと Lている政策要

綱である。この政策要綱には，各省によって発表された

個々の事業目的の妥当性の立証と実施しようとする事業

計画の説明が織り込まれてャるし

第2は各具体的事業に＇） ，，、て，当5カ年計（出の最終年

次に達成す J Lき目標数値の一覧表がある。これには公共

部門によって実施される部門の数値はもちろん，民間部

門によって実施される計画の目標数値も示されている。

料開？？？’一一一

第3は所期の成巣を上げるために，各省がその直接貿

任のもとに実施しようとしている各種プロジェクトをグ

ル－－7°5lljにまとめ上げ策定した総合計雨である。 Lたが

って，この計画iには氏閣部門によって実施される計両事

業は含まれていない。

各種目標と実施計薗との聞の結びつきについても十分

汚慮が払われ，関係機関相互間の連絡も留意された。関

係各行ともできる限り‘自省の計画土他の関係各約i'の，H-

！而｛との協調を保つべきことが要清された。たとえば，農

林省については，同省が計画する農業生産量が工業省が

発表した工業問機の達成を可能ならしめるか否かを検討

するため工業省、の諸，:I函についても調貸するよう要請さ

れたn

そ二で，いま各省別に示された上記計画達成目標一覧

表と諸プロジェクトー覧表をひとまとめにして紹介する

と第14表および第15衰のとおりである。ただし，各省の

frj雨達成目標については計画での優先順位にしたがヤ，

ド｛＼＇，：にランクされた文部省，公共保健省，情報省関係に

ついては紙幅のつどうもあるので省略した。また労働省

は図標を掲げていない。

第14表 第2{).: 5カ年計画での各省の計画達成日際

I w，位ド960年11967年同m
,!l業省関係
穀物および
澱粉食物

制 l,OOOt1 2,335/ 2,680J 3,320 

ic'.IJ, ha当た，； ド 柿aJ 1 , 086! 1. 221 1. :32 
勾収量 I I 寸
,/1，とうもろと［ l ,OOOt 14:li 1401 180 
白とうもろこし i l, OOOtl :31. :o: l矧 20.5 
きつまいも I1, OOOtl 271 1町 17 
7 二オソ｝いも｜ 1. OOOtl 13. 801 241 30 

野禁・果実
りT Eだl 1 , ooot'. 220: 250( s:=m 
'l'i' -~, l ,OOOtl ND; 1801 230 
いんげんソ ti札 ο叫Oj お，必01 札 5()
哨好品｜ I 
コーヒー｜ ti - 5001 600 
茶 I ha' ol 271 127 
F ノ〈コ l t, 5,5001 10,6001 13,300 
,';JI 阪 l ti 1,500: 1,7001 2,200 

平の他の作物 i I 
fト主I ti s,500 1,1001 1,400 
浴花生 i ti :i,ooo; 21,soo1 27，劇的
大 豆I t' 11,5001 7,6001 9,500 
ごまI ti 1,000: 16,soo, 1s,ooo 

ココ郎子（栽培｜ hal 10,sod 16,8001 21,400 
:{11f虫〕 I I I 
プー i ti 4,100 6,600l 8,400 

砂糖 it Cf I ti 28, 700 39, 5001 50, JOO 
J叫きび，栽Jj'.j hal 4,000 5,200! 6,400 
間積 I I I 
榔子砂糖 1 ti 30,000 58,2001 74,300 
皮っき材木 11,ooom 'I 4271 346, 640 
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目i・ 1224. ooi 40. 00 

10. －＇）， 匁 1 I 

l. P田 hentong狂信局建設 I 19.ool <J.oo 
2. Pochentong受伝局建設 ! 12.00 
:l. Siemreap 2次予桜局拡張 I 1.60 1.60 
4. Sihanoukville 2次予報局新設 I 6.30 6.30 
5..気象観測所建設 I 6.oo 
6. 設備および機材 ! 1.50 -
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4. 鉄 道

I. Phnomードenh Kompong Cham 
悶針、；{I (Oudong, Prck Kdam, 1 

1150.00 
Skoun it什）の調査れよぴ必要な I I 
準的工＇ if I I 
2. Sisophon-Siemreap問鉄道（SvayI I 
Ch牝加t町 Chhm町， BanteayI 50. ool 
Srey経由）の調査および必要な準 l I 
備工呼： I I 

計 lzoo.ool 
一回 I I 

5港 湾 ｜｜ 

1. Sihanoukville港接持場所拡充工事 240.00120.00 
2. Sihanoukville PJ!俊諜工事 96.ool 20.00 
3. 空~hanouk、ille 港南｛日Ii;/,WJ¥ v＞掘削工 i:-io. ool. 

4.主hれI
5. Sih《：111ouk、ille港港丹主ト：＇：～三， i'よ官f告 i 7:l.00 16.( 〉0 
6. Sihanoul王ville港港湾資機材の新刻 1 I 

1101.00 33.00 
購入 I I 
7. Phnom-PenhのChruiChangwar I I 

ち !150.00. ー
における新泌建設（rib深度地点） i I 

コト ,750.00 99.00 

6.航空

第 111阪佼工事

1. 領空コントロール
2. Pochentong空泌滑m士郎／：上び駐
率先J.. r. -:i, 
3. Pochentong空港の！［，；べJ,
4. Pochentong空港の“AirRoyal 
Cambodge’航空会社の駐車場お
tぴ航空機待機区域の鉱張
5. Pochentong空港滑王g路の電気標
識のうに愉
6. Pochentong空港お ι →：、 Sicrnreap
空1C•'. •/ k予防施設
7. Sikrnoukville宅港施 l立
8. Koh l＜川1日空港
9. Battambang空浴
10.器払購入

第211間位工事；

11. Stungγreng空港
12. Pailin ",:" 
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j 18.00 
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i；十

7. i''i JII 航路
L 河川造船所建設
2. Bassaじ～ ：！じ辺間運河dノ＇ ,r:i.j_j¥
3. 河Jil., ;J、丈調査

I02 

Ji(! ，＇，＇省関係

ホテル

1.“Auberge Royal des Temples" 
の拡張
2 “Grand Hりteld’Angkor”の ~ll"Mil 
1生代化
:-1.“Auberge Royal des Temples刊
tつ諸設備柱。ri1i( ／ーノレおよ／）、阪，，＇， 5
！奈の建設〉
4. 地方へのホテル施設の建設
5. j遊覧ボートによる観光路の編成

文 ii［：省関係

1.初等教育

1. 256個所の小学校に対し66個所の
実用作業教室の建設および必要設
備の整備

2. 111 等教 i,

1. 中等教育施設の拡充
（国家予算投資額のみ）

3. 技術教育および高等教育

l. 1ミ立 X ’字
2. E立建業手学大学
:1. E立美術た乍
4. ピ立工業 ｝.：＿•＂f-
5 民衆大学
6. 壬立 Kg.Cham大学
7. 王立 Takeo・Kampot大学
8. 'I：立 Battambang大学

一一
i 46.401 16.90 

84.J 18.30 
1.201 1.20 

4ふ00
65. （淵 l(l.(~I 

4.00! 1.00 
26.001 4.00 

l田口川22.001 3.α） 
12.00! 2.ぽ）

I ~i:ggi＿出
1240. ool :,9.似｝
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(1) 開通訳予算投資額のみ

4. 文部省関係諸！日動

1.ヱ 11i 局
2. Itサ立教n計10:0明
3. 教育サーピス局
4.文化関係長i)
5. 学校ス iーノ体育I,,¥
6. 学校衛生日

l邸付15.伸

i 1.国1.00

手、共保健省｜刈（系

1. Phnom“Penh病院施設の拡充
2目地方保健サービス拡充
3. 公共保健省の活動手段強化
4. 輸；Inセ＞ 'J 建設
5. 若草品試験所の建設
6. 衛生教育局の活動強化
7. J ラリ γ予防対策
8.結核予防対策

(1) 三れ il、『 l金者日はヒ，，’%｛予野関係のみ
の金額である。

';Ji動，社会治的省！主l係

1. 職業安定所の新設
2. l也方ヲ，i政基淳司の新設
3.家計調育
白l. 1 具者 l'i 済小＼~

i 9s.10¥ s 50 

情報省関係

l. Stung '.Vleanchey Yジ dN，送l"i；の
設備強化
., KhmをIο 関心J放送九）の発活設（1/1改
良
'l. 主立 Khmere テレピ局の設備改
長おょっ拡だ
4. 写真および映耐サービスの拡一允
5. ｝？と村地t,υ：L Itる似聴！？？？ぇ活，1の
6. グメ「ノレ通信社（A.K. P.) 

計 • 79.90115.00 

（出i¥'i) iliJ }d:1＂］じ。

いま第15友iこ示した各省、による直接実淀プロジェケト

の投資額（計両全期の投資額および初年度投資額〉を省

別に合計しごみると第16支のとおりであノユ。これによる

と，計両全期につャての各省の投資額合計法 114億7468

万リエルとなり，これは当計画全投資額320億リエルの

JS.86%にあたることがわかるJ なおこれに関述して，

計画第2年｜｜（実頃的には初年度）たる1969年度の5カ

年計画用各省別予算支出割当が1969年 7月8日の最高計

商会議で第17表のように決定されているので，参考まで

に掲げておしこの割当表で注目されるのは，当初計闘

での初年度各省支出割当額合計は14{('(9655万リヱルであ

料－－－＝・－－＝・－－・
if;］晶表 第 2ik 5カ年Hf刊での各省投資在日

（単位： 100万リ品ル〕

i計画全期｜初年度
の投資額 投資額

5量
林繁

省 1,323.8 I 315.20 
J:. 省 3,095.7 151.20 
公共＇］＼業，光 電気通信全i 5,795.16 民26.65
鋭省 110.20 35.00 

文一 frlJ 1行 800.20 110.00 
公 共 保 健 省 175.00 35.00 
労働・／：i会活動計 95.10 8.50 
trit 報 省 79.90 15.00 

台計 1 11,474.86 1 山 6.55

(Hi所） 第li表より作成。

第17袋第2次5カ年計画第2年度（1969年）の

各省l]ij［，算支出空襲、＇＂ 1

（単佼： 1000りL ノレ〉

｜割当額

I 25,ooo 
25,000 
32,170 
4,240 
4,000 
2,930 
15,000 
5,000 
1,000 

13,650 
3,000 
9,000 
650 
1,000 

4,650 

4,650 

7,500 
7,500 

6,000 

6,000 

1,875 
1,875 

94,898 
20,958 
67,140 
4,000 
1,300 
1,000 
500 

I 185, 7-1'.l 

防省
道路建

公共事業，電気通信省
Tuk Sapの給水（Sihanoukvilleへ）
弱白水不IJ 研究施政
レアム道路建設
サンタム道路建百1:
モメドノlキ立道路建設
Stung Meanchey-Chomchan道路建設

業省
石油探査
Kompong Kol 精事i：ヱ以
憐鉱石探査
ポーォサイ九%開発事業
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教 育省
中弓教脊改良iJ)t：めの設備t'i.
公共保健省
生物芋研究所， ゾン f ム病院の建設，
救急車購入

f吉 報 省
送信機の支払， 35mmカメラ購入

農 業 省
農 務 局
開 fo 公 ti 
差是 糸 水 不IJ
水路， 森林， 狩猟
漁、 ;('. 

畜 産

ι，s 

（出所） Banque Nationale du Cambodge, Bulletin 

Mensuel, 15° Annle, No. 7 (Juillet 1969), pp目30

～むより作成。
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ったのに対しら実際の1%9年度予算支山割当でほ各行 運営上の管理は潤係各省が行なうこととしてU‘る。

割当合計が1億8574万リエルとまことに少額であり，当 輸入の管理については，財貨の輸入割当についての目

初計11uiの12.,11%にしかあ l七らなL、京で点3る。二；／l,では 誌をできるどけ尊重するために，閣議において輪出入社

計画期間中に当初予定の予算支出額（114億4749万リエ 爾の魚認の際，計画大臣によって，この規制が行なわれ

斗）の投資を百遂することは至難であろうc また現在の る。

ところでは，外閏援助などについてもわekThnot計 (2）投資助成措置

1両｛をじt'.，，、てi'f:;t:をみと案件はなし、ょうである。ごうした カンボジア政府は第2次5カ年計画の法令に関連して

点から考えると，本5カ年計画も今後において，大幅な 関係既存法凱トこ対して，これまで当該法規の表現におい

変更を余儀t；：されることは必至となるのではt(v、かと て欠けていた正確性，ならびに当該法規に少なくとも適

尽われる。残雪れた許画期画中に当初の計画目燃を達成 、＇1な期間中恒久的性？？？を与えるへき手続におし‘て欠けて

寸るには，今Nょいと、の努力が必要であんう。 いた正確性を賦与することによって，これら関係既存法

5. 計画実施の管理，投資助成措置 悦を投資の助成に密接に結び‘つけるよう意図した》その

5カ年計閣の正確な実施のためには，投資と輸入に関 試みは計画：舎の香かれた1968年初期までにはまだ実現さ

ずる円標達戒が基本的なものであると考えられるので， れるにでらなかったので，本計画書には助成措置の意図

この阿部門の計画の実施にあたっては十分に柔軟性のあ についてのみ説明されているにすぎないが，この国では

おしかtゆき三どu、だ監替拘置を立案し実施することが 1968年中にむ々と関係法令や取扱機関の整備が行なわれ

要請される0 ctた監督措置と平行して，新規投資を助成 た。取扱機関の整備の例としては間家投資委員会の殺

する三じんのおii'!'が必嬰とたる。以上のような目的のたch 占（191対年お月 511付 Kretn° 463 68 CE）がある。

に採られた措置の主要なものは次のとおりである。 そこで以下，主として最近会布された法令をもとに，力

(1) 仰｜画rだ祈！.の管理 ンボシアの役資効成措置について紹介してみよう。

ま ~ry之資 ，n符理下あるが、国家予算に 1,tづく投資tこ－， まずほの内外かんを問わず，カシボジアにおける民間

いては投資年額を決定するため，大蔵省の予算審議に際 資本の1舌動分野は次のようにきわめて広く認められてい

して民間計｜川会議の音見を提出すζJこと士決め．また同 る。すtsわち1968年九月1211付 Kdmn" 357/6丹」CEに

家予算からの支出に基づいて実施される事業投資は計闘 よれば，政府部門に独占的に留保されるべき，いくつか

符の監仔をらけ， i止日計画会議への報告義務を九うこと の第三次産米一一火力発電（500KVA以上）や水力発電

とされた。外国援助に基づいて実施される計画について ( 1日当たり 1000立方メートル以上〕，アルコール飲料，

は，ヤぎる t~ け最而J画会議に提出し，その承！芯を得ど3 武器弾.Jili，薬品，石油製品および肥料以外の化学製品（発

ようにすることとされ，対外借款は最高計画会議の事前 電設備能力5000KVA以上）の生産と分配，ダム・濯概

の承むをう打fよりればな「）たいこととされた。借款の注 側（＂！二間流民 100万立方メートノレ以［－＿）の経営ーーを除く

営については，現行手続きにしたがって，カンボジア国 すべての農工業生産活動が民間資本に開放されているこ

立銀行およこけ三蔵官XJ外財湾局方長！？轄する。 とが明らかである。

国営企業まfでは大邦分国家資本の公私合弁会社への資 民間投資に認められる優遇措置として、まず操業開始

本参〔1111三つL、パ， 11)011万I）ニリレまたはそれ以上の参加に 後初年rn1の非同有化の保証があり（1968年3月12日付
っかでは最古許画会議の事前の承認を必要とし lOOOJj Kram n° 357/68--CE），もしその保証期間の後に，公共

リエル以下については計画省の事前の承泌を得ることと の利益のために固有化あるいは収用が行なわれた場合に

止め口、る。また同作格の会辻への貸付けにつし、ては5（川 は，妥当かっ公正な補償をろげることがi米証されてL、る

万リエルまたはそれ以上の貸付金はすべて最高計画会議 (1957年9月13日付 Kram221-NS）。

の事前ゴ）承誌を必要土し， 500万リエル以下の貸付金は また、与初N資額が農業経営の場合には30万リエル以

国家設備金庫（CaisseNationale d’Equipement）管理委 上，工業企業の場合には，100万リエル以上の企業に対し

は会の争前川It(認兵三件ることとされてし、fー では，次の上うな財政的優遇措置がとられる。すなわち

つぎに民間投資の監理については，これを柔軟なもの 操業の初期数年間は（1）会社の設立および増資に対する登

とし，その白山なi',f,f/Jを喫励し口、る。氏開会社へのit 主主費おtび印紙代の免除， （2企業活動または経営tこ必要

付金については前記国営企業の場合と同様に処理され， 不可欠な設備および製品に対する輸入税の免除，（3）所有
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地にかかる地租および耕作地にかかる税の免除，（4）利潤

悦の免除，（5）配当収入に対する萌得院の免除，（6)1'/l資の

場合の所得税の免除，などの優遇が得られ，さらに企業

活動にfl］）刊される不苦手＇Jl'Lおよび凌漏に対する償却の促進

が認められる（1965年8月18日付 Kramn° 242-CE, 

19州年8)J 15日f-J・ Circulaire n° 50 I℃M-2政；）

以上のほか，外国製品と競争するための輸入に対する

｛抗議とか，国内戸Eや輸入原材料の取件および没備史料iこ

関ナる基本的保証，国家設備金庫による中・長期の信用

供lj.，たどの恩，t：に浴することポで主る。
竺こで外資導入に関するカンボジア政府の政策をみる

と，外資は登録資本のー定の最低比ネボカ Lボジr資本

であることが必要であり、まだ雇用計についても一定の

最低比率のカンボジア人を雇用すべきこととされてい

るっさて 計画此高会議の意見に基！く大政大涯の事前

の許可を経て投資された外資への優遇措置についてつぎ

仁みてみると，先述したような通常♂’カン；f;；：ア人於資

家に認められた保証や恩典をうけるほか，たとえば非国

有化保記ーにつし、てJ主外資の場介最高i什年まで［呆証・－＂ jしる

など特別に優遇されている点がある。また外資の場介，

本同への干lj潤送制主， ｛，.r渇投 1－資本総額の 10～Fi%ま
で，とくに当該企業がカンボジアの経済的利益に貢献し

た時合には最高山%ま〈認めら；／1,る｝ ー方資本引ルiげの

場介には処年間守投下資本総額の20%までの本国送金が

誌のられることとされ l：いる（1957可9月1:qJ 1,;:r.-,m 

221 NSJ 民族資本の蓄積に欠けるカンボジア止して

は，こうした優遇措置をとっしおおいに外資導J人主[3l

りたいところで恥ろうノ （なお、カL〆iミジアの投資関係

主婆法規は，下記文献に収録されている。ComitるNation-

al d’Invcstissemじnt, 1\-!inisti~·re du Plan, Royaume 

du Cambodge, Code des lnvestissements (Phnom-Penh, 

I川g),32 1入）

IV おわりに

一一国営化政策の手直しと外国援助受入れについて一一

さきに昨年8月ロンノル内閣がその成立時lこ， ζれま

での国営『ド心政策を改めることを公約した三とを紹介し

たが，その後同年12月24日の国会での関係法の可決を経

て いよLよ本年初頭から民間部門の経済活動を（，if［視

した国営政策の手直し措置が実施されるに盗った。

今回のHI置を→言でし ιえば．政府企業独，＇if¥J¥F司u）民間

部門への一部解放ということができょう。さきに紹介し

f二上うに1968年：i月1211付法律で政府部門に独占的に確

保されるよ二ととぶれてU、た産業のうち，アルコールおよ

び円レコール性飲料・薬品・化学製品の生産，石油製品

の精製と分配，銀行業務，貿易業務，輪入品の卸および

flj，’（ 

問昔！I門もi舌動しうる分型Fとされた。したがって今後は上

記祁産業は政府・民間j,IIJ部門による競合的活動分日＇ fとな

るわけである。この措置により，外国資本を含めて今後

むJ;I,、にJ（潤資本の活限が期待されることとなっf乙

そこでいま，これらのうちとくに主主要な銀行と貿易部

門につし、じその只体的内容をみてみよう ι まず銀行業

務についてみると．今問の措置で私立銀行と外国銀行支

五日の再鈎が認め「〉れることとなった。このlTJでは1%4if

以来銀行業務はすべて悶営化されてきたが，今回その業

湾内一部とくに中長期{i；－融をlli!営銀行と並んで民Iii!鎌行

が担当しうるこ止となゥた。またカンボジアと正常な外

交関係にある外同につャて， a国一行［渡りの銀行支！ιの
i現役を認、められることとなったt

つぎに貿易業務につャてlt，従来国営輸出人公社

（おりNEXIM）がすべてを独占してし、どが，今後は米・ゴ

ム・トウモロコシの輸出や公定外貨による輸入を除く業

訟につL、てl土， 汽ONE¥lMと並んで民間部門tこi，活動

を許されることとなったのである。かくして以上の上う

なl1J営政策の手直し措慌によ》て， 19崎年｛全半lこl;{itっ

たカンボジア経済政策の孤立主義から国際協調主義への

移行は，いよし、上その絞心に及んだ！惑があるc

なおこうした新経済政策に関連して，その行方にやや

明ろい見iff1しを ＇i・える札のとして，ゾレク・トノヴト計
画に次いで最近ふたたびこの国に対するいくつかの外国

援助供与が実現していることである。すなわt，東 i：イツ

からの借款6億6650万リエル（新セメント工場建設費），

デ〆 7ーケからの借款2億22lfi万5000リヱル（農業開発

資材と観光道路建設資材費〕，ベルギーからの借款3{:意

8878万リエル（製糖工場建設資材費〉などがそれである。

とのほか民閣外資の導入についてもまだ実現したものは

少ないが目下多くの案件が検討中である。カンボジアが

意111するi可襟協調主義による経済開発政策の成否はペト

ナム戦後のこの聞の将来に大きな影響を及ぼすものであ

り、われわれは今後とtこの新経済政策の結果に注11し
ていくこととしたい。

（」1,l査研究部川橋保）

IOう


	I 近年のカンボジア経済と第2次5カ年計画の延期
	II カンボジアにおける経済政策の転換と第2次5カ年計画の発足
	III 第2次5カ年計画の内容
	IV おわりに-国営化政策の手直しと外国援助受入れについて-

